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第32回東海高等学校バスケットボール新人大会
【　得点経過　】

決勝リーグ TEAM A TEAM B

試合日 2019年2月9日 名古屋女子大
82 56

岐阜商業
会　場 このはなアリーナ （愛知） （岐阜）
コート コート

開始時間 12:40

TEAM A 名古屋女子大 （愛知）
選手名 PTS 3P 2P FT F

佐 賀 藍 葉 19 4 3 1 3
青 山 美 瑛 18 1 7 1 2
江 口 侑 花 0 0 0 0 0
金 田 な る み 2 0 1 0 1
佐 藤 宏 美 3 0 1 1 2
日 高 優 希 菜 2 0 1 0 1
菅 原 悠 4 0 2 0 2
小 河 路 理 子 26 4 5 4 4
神 原 愛 心 0 0 0 0 2
永 田 妃 奈 野 6 0 3 0 2
神 原 優 心 0 0 0 0 1
渡 部 葉 月 0 0 0 0 0
平 琴 音 0 0 0 0 0
北 田 美 礼 2 0 1 0 0
箕 輪 万 弓 0 0 0 0 0

TEAM/COACH / / / /
TOTAL 82 9 24 7 20

TEAM B 岐阜商業 （岐阜） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F 　１Ｐ、お互いにマンツーマンディフェンスでスタートする。オフェンスも互いに３Ｐ、フリースローと同じような立ち上

がりからとなる。インサイドを攻めようとするものの、得点が互いに伸びない。岐阜は⑤黒川にボールを集めてい
き、対する名古屋はブレイク、ドライブから流れを掴もうとする。18-18で１Ｐを終える。
　２Ｐ、開始して岐阜⑥三宅がファールトラブルとなりベンチに下がると、名古屋はオフェンスリバウンド、オール
コートプレスと積極的なプレーで流れを掴む。その後も名古屋はブレイク、④佐賀、⑪小河路の３Ｐも決まりリード
を広げる。岐阜はタイムアウトを取り立て直しを図るが、名古屋のディフェンスを崩すことができない。39－29、名
古屋リードで２Ｐを終える。
　３Ｐ、名古屋は前半同様オールコートプレスを仕掛け、ブレイクも成功し、得点していく。岐阜はタイムアウトから
ディフェンスをゾーンディフェンスに変える。オフェンスでも⑤黒川、⑧汲田のハイロープレーで立て直しを図る。
徐々にゴール下のシュートも決まり得点チャンスも増えていく。しかし、終盤に名古屋④佐賀、⑪小河路が連続得
点し、点差を一気に広げ、70-43、名古屋リードで３Ｐを終える。
　４Ｐ、お互いにマンツーマンディフェンスでスタートする。オフェンスでもお互いメンバーチェンジをしながら組み立
てていく。ターンオーバーも多かったが、両チームともメンバーチェンジした選手たちが最後までディフェンスでプ
レッシャーをかけ続け、リバウンドにも積極的に参加していた。最終的には82-56で名古屋が勝利した。

高 橋 美 穂 3 0 1 1 3
黒 川 佳 愛 莉 17 0 6 5 2
三 宅 里 佳 14 4 0 2 5
安 田 茉 映 6 0 3 0 3
汲 田 萌 華 2 0 0 2 2
石 井 菜 央 10 1 1 5 1
戸 川 紗 良 0 0 0 0 0
魚 水 乃 亜 0 0 0 0 0
和 田 み ら い 0 0 0 0 0
山 田 麻 琴 0 0 0 0 0
山 田 千 晴 2 0 1 0 0
瀬 古 紫 乙 梨 2 0 1 0 2
山 田 幸 海 0 0 0 0 0
今 尾 綸 0 0 0 0 0
松 下 茉 奈 実 0 0 0 0 0

5 13 15 18

TEAM/COACH / / / /

戦評（文責） 後藤孝広（富岳館高校） 記入者 松田岳歩（清水東高校）TOTAL 56
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